
昭和五十四年を迎えて

研究開発の問題が日本の将束にとって大変市費なポイントになってきている

乍は言うを待たか-｡原イ･ブJから半:導体にキミるまで■=E乞t虎紫は幅広こい分野を杓っ

ており,この黄什を痛感する次第である｡高度成上ミ経析の時代は終り帆成上主が延

在する日本の将米において,二のf臼J題が円本経済の将米を連命づける-･つのエ･､

所と考◆えられる｡

新年を迎え,その中で姑封喪じてし､る三拝の
一,二について小し述べて比たい｡

いま円本の二l二業水準は,世界ク)水叩主にほぼ並ぶもグ)がかなりJ`門えてきている

が,この小でやはり日本が自らの力で一歩先んずる必賀性が.･flてきているr)二

の場介,製品技術の開発にその_七産.設備の開発が什わない･拝を恐れるケースが

生じている｡その一つの例が高性能築桔回路の開発である′〕一射紬1絡そのもの

は動作速度,集積度など,推想的なものか研究されつつあるが,その製j宣.洲‡i

をしばしば外国に仰がねばならぬ問題にぶつかり,製造設備の研究も仰せて成

Jカしか､限り,いつでも後追いを免れないという現状を蕃えている次節である｡

こういう問題は,過去の製占∴開発においては比較的少なかったが,今綬の研究

にはこれが屯要なポイントであり,製品の開発を左右するというカを十分.払撒

Lなければならない｡それぞれの分野の研究開発の方向づけというものが,総

†州勺な見地から歩調を′ナせる必要に迫られてきて･いる--一打を痛感する｡

もう つのポイントとして,柑二機器の製造を抑当する側の釦｢として感じ

ているものに仁描(惟という問題がある｡

近年日本の輸出が大きく伸びた矧Ilの
一つとして,機才詩のイ二言柑什が挙げられ

る(,低木の市場でしJ本の製■汀】が高く評価されるようになったのは,二叫.i拙作

､という車がよく言われている｡

また日本け=勺のト‥J軌二おいてもこのナ.さ根性というJ王j慨が非溝に急巾になって

きた｡大きなプラント,例えば原イ･力発`r古訓旨のようなものから′トさくは′家庭

′壷器の-･つ一一つに,また情報権業の急所である二仁や休,一卿剛舶芥の一一仰tに七る

まで,これが非常に重要なポイントになってきている｡製造する_､｢/二場の黄什と

して当然なJ打であるが,将木の目本総柄の姿勢として介紫の道営の壮態として

改めてこの間題の重安件をJ_丈告させられる｡

また女む引ま,ソフトウェア技術の消化という血での†-棚什グ鳩要きが痛感さ

れる｡事務の流れを電十計算機で処理する過程においても,系統の連転,迷宮

を処理するソフトウェアの場で_㌣でも,この新しい技術の分野に欠ド占1がある一対ま

許きれか､｡そのイ‾i-一搬性が設備機器のイ占働けきる件能とあいまって,システム

の安全な処理あるいは運転が‾叶鰍二なるわけで,イ∴拙作のド】J卜とし､うー1j-Lが一一

企業の存在だけでなく日本の将火の在りノJまで左打㌻る急所であるとぢ一えられる｡

いま一一つ申し添えたい一郎ま,二れまでも収り扱われてきた非′削ニノ.㌧礎的な研

究について,改めてその重安性を浮び上らせてきている川越である｡その-▲つ

の例として材料研ノ光が挙げられる｡資源の節約という問題が人きくなった税f‡三,

高度材料の研究偶発というノf!撼技術か再びクロ【ズアップきれてきち｡すなわ

ち耐熱材料の高性化 超低棚オ料の研究など,柑料の角柑亡によって文相化され

狩るエネルギー発掘の効率的システム,あるいは機片謹などが当山のノ(きな潔過

となってきている｡

昭和54年度を迎えて,研矧詞先に対する心構えを虹に新たにし,上旬雉な日本

経済の将来にいさきかなりとも兵献する事を喪心より期待する次節である｡､
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